




















「
       

―
―
―

Ⅲ

自

こ

脇

判

一
、

´
“
ビ
０
簿

Ｘ
日
×
日

、
子
種
Ｘ
簾
ご
ろ
ざ
つ

、
Ｘ
日
Ｘ
日
年
前
Ｘ
騰
ご
ろ
ま

（
）
、
薫
ツ
降
′
凛離
Ｉ
ト
レ
７
〕
）
ι
夕
踏
審
戸
喜
仲
刊
づ
覆
夕
．

一
一
、
才
Ｉ
じ
の
生

Ｘ
日
末
像
め
×
貝
天
ダ夢
で

、
綱
指
謝
勝

、
紅
嶺
討
証
み
雹
篭
Ｅ
こ

理
解
付
｝参

、
一
貫

色
ブ鮭
稽
雄
餡
に
田
わ
ろ
ク
ｘ
」
し
曾
叡
フ
Ｋ
雇
晨
、
と
の
憲
蕉
ｇ
自
己

払
判
爾
バ
び
′

ジ
一、
垢
諄
ブ
″台
壼
蠣

、
律
篠
ブ
う
立
場
率
拒
奪

′′）貧
取

つ
て
ヤン
」．
歌
判
方
う
Ｘ
に

場
じ
者
、
謝攣
摯
ヌ
）目
ご
地
一半
ヽ
二
つ
て
在
判
所
う
「「”一び
奮
と

、
「
リ
ク
つ
たげ

一報
Ｌ

趣
ι
換
な
叡
っ
た
一
〕ν
ｒ，社
日
ご
結
判
す
る
ｏ
。

唾

、
Ｘ
×
ず

、
Ｘ
ヌ
Λ
芙
る
一
）
を

て
前

こ

っ
て
纏
紘
飼
Ｋ
僣
ダ
賦
一し
な
タ
フ
た
こ
こ
。

組
紘
胸
羅
諌
な
く
み
ゴ
フ
に
こ
こ
峯
ョ
こ
批
判
ゴ
ぇる

，
　

以
上

．

長
抵
。聾
磯

．^
Ｉ
逓
，ル
ト守
託
ご　
　
　
　
　
　
　
―

）襲
τ
興
―
―

属
耀
睡
な
λ
住纂
協
特
く
霜
壕
概
腎
，一じ
Ｆ
聾
爆
ゴ
Ｊ
け
，
　
　
一

し
／ヽ
出
」ヽ麓
に
基
総
爆
こ
の
２
Ｌ
の
難
曰直
Ｊ
つ
て
、
私
Ｌ
″ゾ
〕′
響
絨
罫
証
一

た
１

い
言

ｘ
）の
列
鑽
々
猫
て

τ

ァ」
響

だ
つ
い
デて、夕〔颯

一浸

一董

二

蓑

葬

箋

鷲
Ｉ

　

一

」一型一一経一一“中一「一〓」尋籠もて、篠このかブ額の目落的討・誠絆輝離を行一一

一
　

彙

猛

一
〓
御
　

｝
“
纂

註

″Ｉ

一一１

一
〓

二

三

一・^
こ

び

番

ア
石

を
篠
η

絡

訴

一

言
Ｌ
‐‐１
■
て
ギ
一一■
で
幸
、
「十
一ｒ
曇
毎一́・
一
Ｉ
幸
か
０
私
憂
傲
Ｌ
封
サ
ろ
「
観
一

ｒ
朽
い
て
三
輩
ゾ
戸
一颯
ダ君
押封
各^
‘
箱
統
イ
る
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

，
Ｉ
鼻
．ク
〓二
午

三
嬌
盟
胃
ば
、
留
毬
程

デ」行
な
ウ
・　

　

　

　

一

――

踏
澤
換
―Ｉ
Ｆ
こ


